
 

 

 

令和８年２月25日（水）BRIDGE構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクトにおける「学校・

地域実践事例報告会」を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者アンケート結果（令和７年８月28日現在、回答数191人） 

 

１ 目的 

充実した総合的な探究の時間を実現するため、指定校と自治体等が連携した取組事例を共有する機会を設定し、指

定校の取組の一層の充実に資することとしています。 

２ 「総合的な探究の時間」とは 

総合的な探究の時間では、生徒が自らの在り方・生き方と結び付いた「課題の設定」を行い、「情報収集」、「整理・

分析」、「まとめ・表現」の探究のプロセスを繰り返しながら探究活動を行います。特に「課題の設定」は極めて重要

で、生徒は、現代的諸課題や、地域や学校の特色、生徒の興味・関心等に応じた多様なテーマに基づいて課題を設定

します（例えば、「住み続けたい町づくり」や「食品ロス解決」など）。そのため、大学や地域の自治体、企業等と連

携することで生徒の探究活動は一層充実し、学ぶことと生きることの結び付きが強くなることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 概要 

 (1) 事例報告（令和７年度に「総合的な探究の時間合同説明会」を実施した３校から事例報告） 

芦 別 高 校 余市紅志高校 旭川商業高校 

・フードロス対策をテーマに、地域

事業者と連携して廃棄されるさ

くらんぼの活用について探究 

・芦別市地方創生塾からの 

 講演や生徒へのアドバイス 

など継続的な支援 

・地域に依頼できる事項について、

実際に関わる中で知見を蓄積 

・地元ワイナリーと連携し、ワイン

ブドウの栽培などを体験的に学習  

・人手不足解消に向け、ブドウの収

穫時期等に町民が関わることを

ゴールとした探究活動を実施 

・小学校への出前授業など、 

ブドウの栽培を担う次世 

代への普及を推進 

・「課題研究」の充実のため、１学

年では地域理解に向け「地域を支

える仕事」に、２学年では「まち

（暮らし）」に焦点化し、地域の

課題を探究 

・地域を支える仕事や企業の 

役割等に触れ、地域で働く 

ことについて理解が深化 

 (2) 協議「地域と学校の持続可能な連携の必要性について」 

   学校、市町村・企業・振興局、道教委の各団体が、学校の強みや弱み、外部にある活用できる教育資源等につい

て協議し、教育活動を充実させる方策について理解を深めました。 

・持続可能な連携体制の構築に向け、今後は、小中高の合同発表会を開催して今まで以上に地域の人々を巻き込

むことや、年２回の「総合的な探究の時間合同説明会」の実施により、地域の人々と成果を共有することが必要  

・単年度の企画にならないよう、次年度以降は、学年をまたいだゼミ形式での探究活動を実施 

・豊富な地域資源と町の支援を背景に、小中高の学びを接続する体制整備を推進、また、コミュニティ・  

スクールの導入で、学校と地域が連携した探究活動の深化が期待 

 (3) 講評（北海商科大学商学部教授 山口 晴敬 氏） 

  ・探究活動は生徒の身近な疑問から始まる。生徒の素朴な言葉や気付きを大切にしてほしい。 

・外部連携を目的化せず、学校が取り組みたいことを土台に、「生徒の学び」を主語にして地域資源を活用する探

究活動や地域との連携を進めてほしい。 

・教科の内容と探究活動を分けて考えず、探究活動は教科で培った知識や技能を発揮できる場であることを校内で

共有し、地域資源を活用し、生徒を主語とした探究活動の実現に向けた手助けをしてほしい。 

 

学校と地域の連携については、「『地域連携担当教職員支援事業』オンライン講習レポート」もご参照ください！ 

令和７年度 BRIDGE 構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト 総合的な探究の時間普及・充実事業  

学校・地域実践事例報告会レポート 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/3/0/0/9/2/7/5/_/02_R7%E3%80%8C%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%8B%85%E5%BD%93%E6%95%99%E8%81%B7%E5%93%A1%E6%94%AF%E6%8F%B4%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%80%8D%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88z.pdf


学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 3 2 5
割合 23.1% 16.7% 20.0%
回答数 10 10 20
割合 76.9% 83.3% 80.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%

理由

学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 4 4 8
割合 30.8% 33.3% 32.0%
回答数 9 7 16
割合 69.2% 58.3% 64.0%
回答数 0 1 1
割合 0.0% 8.3% 4.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%

理由

学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 2 2 4
割合 15.4% 16.7% 16.0%
回答数 10 10 20
割合 76.9% 83.3% 80.0%
回答数 1 0 1
割合 7.7% 0.0% 4.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%

理由

あまりそう思わない

そう思わない

（肯定的）これまでの地域連携の取組を振り返り、課題や改善点を再確認するとともに、解決に向けた足掛かりを得る
機会となった。／「主語は生徒」であることを改めて意識し、地域とつながること自体が目的化しない探究活動の在り
方を再認識した。／地域おこし協力隊や振興局、自治体、企業などの存在や役割を知り、活用可能な地域資源・人的
ネットワークの広がりを実感した。／他自治体の事例や多様な立場からの意見を通して、組織的連携の重要性を理解で
きた。／学校・行政・企業・義務教育と高校間の隔たりなどの課題を踏まえ、日常的な情報交換と相互に相談できる関
係づくりの必要性を強く感じた。

令和７年度　BRIDGE構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト
総合的な探究の時間普及・充実事業「学校・地域実践事例報告会」参加者アンケート集計結果

〇事例報告は、学校と地域の連携についての理解を深める上で役立つものでしたか。

96.0%

4.0%

100.0%

0.0%

（肯定的）他校の事例を知ることで自身の学校で参考にしたり、可能性を考えることができたため。／企業の探究に対
しての考えを知ることができた。／学校、地域の状況で大きく変わると思うが連携をする手段として参考になった。／
他校の取組事例を知り、今後の地域連携の在り方についての参考になったため。／学校と地域の行政機関等で情報共有
ができたことは、探究活動をさらにブラッシュアップさせる点で役立った。／地域によって、産官学の距離感はそれぞ
れ。他所の事例は勉強になった。／学校ごとに力の入れ方の差があることを感じられたため。／他の地域の活動報告を
聞くことを通じて、自分の地域でどのように還元できるかを考えることにつながるため。／好事例を知るだけでなく課
題を知ることで自校の取組に反映させられると考えられるため。／他校の発表を拝見し、振興局は何をしたらよいのか
掴めた。

おおいにそう思う

そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

〇グループ協議は、学校でできること、地域でできること、学校と地域で連携してできることについての理解を深める
　上で役立つものでしたか。

おおいにそう思う

そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

96.0%

（肯定的）自校の立ち位置や地域内での役割を客観的に把握でき、今後の連携の足掛かりを得られた。／外部の視点や
多様な立場からの意見により、学校として取り組むべき課題や方向性が明確になった。／地域、行政、企業との情報共
有を通して、探究活動を含む学校と地域の具体的な連携像が見えてきた。／自校や地域の強みを再認識し、次年度に向
けた知見を得た。／多様な関係者との対話を通じ、連携を実質化するための課題と各立場でできる行動を考える機会と
なった。

（否定的）行政関係者の出席者が多かったため、地域の事業者や移住者等様々な属性や年代の人々が参加しているとな
およかった。

おおいにそう思う

そう思う

4.0%

〇報告会全体を通して、学校と地域の連携について、新たな気付きはありましたか。



学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 4 2 6
割合 30.8% 16.7% 24.0%
回答数 7 10 17
割合 53.8% 83.3% 68.0%
回答数 2 0 2
割合 15.4% 0.0% 8.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%

理由

学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 3 3 6
割合 23.1% 25.0% 24.0%
回答数 9 8 17
割合 69.2% 66.7% 68.0%
回答数 1 0 1
割合 7.7% 0.0% 4.0%
回答数 0 1 1
割合 0.0% 8.3% 4.0%

（地域のみ）上記回答を踏まえ、学校と連携したいか。

学校 地域 合計
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 3 3 6
割合 23.1% 25.0% 24.0%
回答数 9 9 18
割合 69.2% 75.0% 72.0%
回答数 1 0 1
割合 7.7% 0.0% 4.0%
回答数 0 0 0
割合 0.0% 0.0% 0.0%

理由

96.0%

4.0%

（肯定的）全体として時間配分は適切で、説明・協議・講評のバランスがよかった。／協議時間が十分に確保され、多
様な意見交換や理解の深化につながった。／個人ワークの時間をもう少し確保してほしい。／事後活用のため、発表校
の資料共有をしてほしい。

（否定的）自校の現状を説明する時間が長くなってしまった。

おおいにそう思う

おおいにそう思う

そう思う

そう思わない

92.0%

8.0%

（肯定的）山口先生の助言や各校の成果と課題の共有から、自校と地域の連携推進に役立つ示唆を得られた。／自治体
の事例を通じて、様々な連携や協働の形を知ることができた。／新しいことに取り組むのではなく、それぞれが今やっ
ていることを共有していけば、よい取組になると感じた。

（否定的）自校の地域の企業が多く参加すれば、もっと話が深まったと感じる。

あまりそう思わない

（肯定的）今まで以上に連携をしたいと思う（４件、33.3%）／今まで同様、連携をしたいと思う（６件、50.0%）／必
要性は感じるが、連携の負担が大きい（１件、8.3%）

（否定的）必要性は感じない（１件、8.3%）

あまりそう思わない

そう思わない

92.0%

8.0%

〇報告会全体の内容は、学校と地域との連携を推進する上で有効な内容でしたか。

〇報告会全体を通して、学校と地域の連携の必要性について理解が深まったと思いますか。

〇報告会の時間配分は適切でしたか。

そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

おおいにそう思う

そう思う



学校 地域
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 2
割合 16.7%
回答数 10
割合 83.3%
回答数 0
割合 0.0%
回答数 0
割合 0.0%

学校 地域
（上）肯定的
（下）否定的

回答数 3
割合 25.0%
回答数 8
割合 66.7%
回答数 1
割合 8.3%
回答数 0
割合 0.0%

学校 地域
回答数 11
割合 91.7%
回答数 1

割合 8.3%

学校 地域
回答数 5
割合 41.7%
回答数 7
割合 58.3%

100.0%

0.0%

事例報告の資料配布（事前・事後共有）をしてほしい。／探究は特定担当者だけでなく、全教員で担うものとしての共
通理解の定着が重要と感じた。／生徒主体の探究活動や、教科との関連、小中との接続など、内容面で有益な学びが得
られた。

あった

なかった

ない

（「ある」の内容）行政による情報提供や講師派遣、広報媒体を通じた発信などの支援。／企業や地域との連携を促進
するコーディネート機能やネットワークのハブ的役割。／企業、団体の紹介や周知を通じた体験学習・講話・事業連携
の機会創出。／探究活動の課題設定に関する助言や支援。

〇報告会全体を通しての感想や改善点、意見などがあれば自由に記入してください。

〇（地域のみ）これまで、学校の教育の成果や課題を保護者や地域の方々と共有し、ともに解決策を考えたり行動した
　りする機会はありましたか。

〇（地域のみ）報告会を通して、探究活動への関心はどのように変化しましたか。

担当者の異動や引継ぎの難しさを踏まえ、担当者依存にならない持続可能で組織的な連携体制づくりが課題。／企業・
地域との協働を継続するため、双方にメリットのある関係（win-win）と理解促進が必要。／地域の人材、企業の把握不
足や交流機会の少なさから、日常的な情報共有と関係づくりの強化が求められる。／地域の強みを生かした無理のない
連携の仕組みづくりが重要。／連携が単発的・関係依存的になりやすく、普段の学習との接続が弱かったり、担当者任
せになったりする。／役割分担の明確化など、組織的な対応と業務の負担を考慮した人員配置が必要である。／まちづ
くりの場で教育関係の方と会うことが他の産業に比べて著しく少ない。

ある

高まった

やや高まった

あまり高まらなかった

高まらなかった

91.7%

8.3%

〇学校と地域との連携に関して、最大の課題と考えていることはどのようなことですか。また、課題を解決するために
　は、どのような取組が必要と考えますか。

おおいにそう思う

そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

〇（地域のみ）報告会を通して、探究活動への理解は深まりましたか。

〇（地域のみ）貴所属として、学校の探究活動に関わることができることはありますか。


